

























































































































































































































を含みつつも，需要供給説的な価値論をとったミル (Mi1， John Stuart) 
に至る系譜に属する(九さらにこの価値論が限界革命を経て主観的価値論と
して純化され，マルサスやミルに残されていた労働価値説から自由になると，































(Menger， Carl) ， ジェボンズ Oevons，William Stanley)，ワルラスなど
により提唱された限界効用の概念によって新古典派の価値理論が形成・確立
される原動力となった。この限界革命時の効用理論は基数的効用概念に基づ
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V (Xj) = V (X2) 
このとき，財 Xjの価値を財 X2で評価した主観価値(定量主観価値)
V (Xj I X2)は次式で定義されるO




















V (Xj) = V CX) かつ V (axj) 手 V(α町); (α>0八α手1)
もちろん，取引最が異なっても主観価値が不変ということもあり得る。その
場合には
V (Xj) = V (XZ) かつ V (axj) =υ(ax2) ; (α>O^ α 手1)
が成立する。ここである個人の平均主観価値 V(X11 XJとV(X2 I Xj) につ
いて考えてみよう。 V(X21 Xj) は財X2の主観価値を財Xjで測ったもので
ある。また，定義から υ("Y21Xj) が
υ(X? I X，) = -~ 
X2 

















数量 X，で除した値 m 
‘ Xl 
ηは厳密には平均留保価格という概念である。




土 L1x"土=L1X? η12 
この個人にとって L1xjとL1x2はともに同じ単位価格 l円で購入てもよいと
考える第 l財と第 2財の量を表すので， それらの位は等価 v(L1X)ι
v (L1x2)である O 従って，
む(X1!M)
v (X2! M) 
η 
r2 
~~~.. = v (Xj ! X2) 
ニピ1
という関係を得る。 これは貨幣の代わりに財X3を用いても成立するので
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υ(X， IXH) 
」一生 =V (X， I X?) 
V (X2 I X3) V v'l I "'l 
である。この事実から次の結果を得る。
V (X1 I X，.)V (XI1 I X2) = v (X1 I X2) 
これを一般化して，当該の個人には，次のような価値の連鎖評価の規則が成
立する。
v(JむIXb) V (Xb I XJυ (Xc I Xd) V (Xd I…)…υ(・.I Xy) v (Xy I XJ 
ニ v(Xa I Xz) 
当然，財XI1を財XI1で評価した価値は
V (XI/ I Xn) = 1 
である。上述の価値の述鎖規則の左辺の並び方は右辺の似に影響を与えない
ことに留意する必要がある。たとえば
V (X1 I XI/) V (XI/ I X2) = v (XI1 I X2) V (X1 I X，) = V (X1 I X2) 
となる。これは以下のような演算による。
v (XI/I X2)ーv (Xj I Xn) v (X" I X2) = ~. ~".:;II : "';2~ = V (X" I XZ) v (Xj I X，) 
V (XI/ I X1) 






























v (Xjl M)エ m:ZTl 
























v (Xj I M) = mn <ρor η" <Pj 
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な価値評価安当該個人の主観価値と呼び，昔日号 V(X1 I X2)で表記した。ま
た，当該個人にとり財X1のXl量と財X2のX2量が単純に主観的に等価であ
るとしたが，その等価である基準に関しては何も述べていなかった。

























v = V (Xj' X2. …• XIl) 
と表現することにしよう。このとき，財X;を任意の L1x;量だけ余分に得た
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場合の主観価値は
U十L1v V (X!， X2，…， Xi十L1xi，'''Xn) V 
と表わせるとしよう。この場合にもし次式
V = V (X!， X2， …， Xi十L1xi，…， XjートL1Xj>…X" 
が成立するなら，財X;のL1x;量と財Xjの L1xj > 0鼠はこの個人にとっ
て価値的に等価であると考えられる。このとき財Xiの財Xjで表わした物量
表示の平均主観価値 VA (Xi I再)を次式のように L1XjのL1xiに対する比で定
義しよう O
むA (Xi I毛)=-44L>。パ.• 
この場合，平均主観価傭 VA(Xi I Xj)の値は L1xi量の取り方が任意である
から，既述のように一般的に一意には定まらない。そこで，これを避けるた
めに，この極眼を取り，財Xtの財Xjで表わした物量表示の限界主観価値
V，ll (Xi I ~却を次の式によって定義しよう。
d中 バャ.
V，11 (Xi I X) =一 lim"''jニー
__ ~J > 0 
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( av¥ 
V"， (X; I X) =一弓ユ=ニ-'-;I Vk = τ~) JαXi Vj ¥ a.Tk / 
例えば，この比が Gであれば，財Xi1単位の価値は財Xjで表わし α，すな











ると解釈される。従って V= V (Xj， X2，…， x，)は財ベクトル (Xl> X2，・'
X，)の主観的な貨幣への変換を表わすが，変換された価値りは客観的な貨幣
量ということになる。従って V= V (X j • x2 • ・・・ . Xn)を以後

















財Xjを貨幣M であるとし，保有する貨幣最を Xj= mDとすると，主観価
値関数は次のような関数
m = V (Xj， X2，…， Xj， mn，…， Xn 
で表現される O この貨幣設には現金だけではなく預貯金などが含まれるもの
とする O いま財ベクトルが (Xj，X2， • ・" Xn)の状態のとき財X;がL1xiだけ
増加し引から X;十L1Xiに増加したとき，貨幣量で表した価値がm+L1m に
増加したなら，主観価値関数は
m+ L1m = V (X1， X2，…， X;+ L1x;， mD，…， Xn) 
と表現される。また，もしこの状態で，貨幣量 m がm+L1m に変動すると
き，保有貨l信仰Dは貨幣価値に変換しても mLJなので，次のような価値関数
の式
m十L1m I L1mD = V (Xj， X2，…， Xj-トL1.Ti'1ワ1D十L1mD，・"， Xn) = m(剖}
が成立するなら，L1m+ L1mD = 0なので次式が成立する。
L1m = -L1mD 
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これより， 1iまちにある個人の財の保有量が (Xj，xz， .・，X，)のときの財X;
のL1xi量の主観貨幣価値を V(L1xi)で定義すると，次式で表される。
V (L1xr) = v (Xi I M) L1xi = L1m = -L1mD 
上述の展開をmの限界概念を用いて再説すれば，ここではmは貨幣M
表記の価値であるから ln"'D= 1なので(出
V (Xi I M) =-宅!2.=mi
日 ι.
を得る。とこで財Xiのcl.Ti量の主観価依は次の式で計算される。











m = V (Xr， xz，…， X，) 
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う。この場合の総主観価債をm とすると， この値は互いに非負な x:20と
mD~三 O の関数で，次のように表現される。






τ > 0，てγ くー O
α'X 
θm 8m2 
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m-V (X， mD) = 0 
m-1110 = 0; (mO = const.) 
を作り，これをmDについて解くことによって，以下の 1変数関数の主観的
な等価値関数(等価I関数)を得る。
1nD = w (X; 110) 
この関数では主観価値は全域で mニ moである。これをグラフに描いた
ものが主観的な等価曲線(等価値曲線)であり，この曲線上で各財の組合せ
を示すベクトル (X，mD)は等しい主観価値を示している O 仮定により関数
w (X; 1n0)は逓滅的で原点に対して凸の右下がりの曲線である。この曲線の
任意の点Z における傾きは財Xの限界価値を表わしている。すなわち，
v (X 1M) = 竺ι= 1nr = w' (X) 
αX 
この結果より多財モデルで任意の2財を取り出し， 1財を貨幣と置く場合
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ここでも 2財モデルで考察を進めよう。当該個人の初期財保有量を (xa，











max V (X， mD) 
r， mn 




L (x， mD').) = V(X， mD)-}. (ρxX十mD一 (ρJα+m~))
とすると，一階条件より次の3つの方程式が得られる。
Lx =巳._，;{ρx=O
LmD = V，IID - il. = 0 
L;.= ρxXα十m~-(ρxX 十 1nD) = 0 
( 105) 105 
政経論叢第84巻2おい2号
上の方穏式より財Xと貨幣Mの需要関数を求めることができる。まず，






mx (x， mn) =ρx 
1nD= ρxX十九Zα+m~
を連立させて， xとmDについて解けば，
x = DX (ρx ; xα， m~) 








量 (xa，m~) の売買を認めるので，当該個人にとって m ニ V (x， mD)を最
大にする需要量x，mDは粗需要で各財の初期保有量を含むものである。各
財の純需要と純供給の定義と関係は
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Zの純需要 :x-xa > 0 特 mDの純供給 :mD-m~ < 0 
zの純供給 :X"--X"く O∞mDの純市要 :mD-m~) > 0 
であり，財Xの純需要(純供給)の価値は貨幣Mの純供給(純需要)の価
値に等しい。











あると言えるO 例えば，ある個人の効用 Uが経済財X1，X2，…， X"の任意
の非負の財ベクトル (Xl>X2，…， Xn)の関数として以下のような価値関数と
効用関数が形成される。
m = V (X!> X2'…， Xn) 
u = U (X!， X2，…， X，.) 
財ベクトル (Xl>X2，…， X，.)は同じものでも mとUは同じものではない。






いま，効用関数が上記の U= U (Xj， Xz， • ・" Xn)で表されるとしよう O こ
のとき，上述の価値関数から当該個人の XiのXjで表わした限界主観価値
引パXil毛)を定義した論理と同様な理由により，次式
U = U (Xj' XZ' …， X，) = U (X1， XZ' …， Xi十L1xi，XjートL1Xj>…， Xn 




用関数の場合には duニ Uidxi十ujdXj= 0捌なので，限界主観価値は次式の
ような方程式
U (Z1 2…，Xb Xj … X~) -UO = 0; (x~， UO = const.; k = 1 -η&手 i，j) 
をXjについて解けば，無差別曲線
ギj士宮 (Xi;UO， X~) ; (X~， UO = const. ; k =1 -n& *'i， j)
を得るので，この無差別曲線上の (Xi，Xj)点における限界代替率MRSによっ
て効用を基礎にした限界主観価値は次の様に定義できる O
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この場合の限界主観価値はv(X 1M) = mxとなり，等価曲線の傾き，ある
いは Z の偏微分で表されることを示した。同様の 2財モデルの操作を効用
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U = U(X， 1nD)ニ φ(X)+1nD
を仮定しよう。すると，効用を基準とした限界主観価値は





観貨幣価値と効用による場合で異なるので，直ちにり (XI M) = 1nx = Ux 
と結論することはできないので、ある。因みに，主観貨幣価値関数を準線形関
数にしても υ(XI M) = 1nxを得る。しかし，ここでも V(X， 1nD)関数と
U (X， 1nD)関数の形が分からないのでこれ以上のことは明らかにならなL、。
しかし，もし価値関数が効用関数に依存して決まるとし，例えば Vが U
110 ( 110) 
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の次のような正の単調変換智 (u)，
m = V(:r， mD) = W (U) α(W (:r)トmρ)+b;(α， b …const. > 0) 
となっているならば，
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認識することができる。価値を認識する人間以外の生物の記述に関しては，
Akimoto (2005)， pp. 97-98参照。
(2 ) 特lこ第二次世界大戦後に進展した公型的分析などに絡んだより詳しい説明lこ
関しては秋元 (2013)，pp.17-19参照。







いる。これをマルサスは需要供給の原理として重視したoMalthus (1820)， pp. 
digi tal ed i tion， pp. 65-69， especial1y p.65. 
(6) ミルは『経済学原理』第三巻第二章で価値に対する需要と供給について論じ
た個所で競争市場における需給一致によって価値が決定される現象を価債の法
則と呼んでいる。 Mi1l， John Stuart (1848， 1st ed.， 1870， 7th edふ digital








用(使用価値)を有するものだったであろう。 Smith，Adam (1784)， p.26 (pp. 





(1821)， digital edition， vol. 1， pp. 1ト51.
( 9 ) Akimoto (2005)， pp. 89-93参照。













(13) 堀田 (1996)，pp. 60…61参照。
(14) Schumpeter (1954)， 1'1訳pp.369-370参烈。
(15) Schumpeter (1954).邦訳ではミラノ帝室学校ではなく， ミラノ大学および
勤務年数寄二年としているが，当時のミラノ公園の高等教育機関はパヴィア大
学とミラノ帝室学校のみである。学校稽および勤務年数は堀田(1996)の説に









Beccaria (1764)， English translation， p， 59. 
(18) この頃に関しては，秋川 (2013)，pp.12卜122参照。














均的な富，富の分布の程度などである。 Cournot(1838)， English translation， 
pp. 7-17， 47. 
(23) Bernoulli (1738)， pp. 26-36. 
(24) 秋元 (2013)，pp. 122-28. 
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(27) Aristot1e， Translation (1999)， Book 5.5， pp. 79-81参照。













(32) 価値関数の全微分を取り，dv = L:k = i. j Vkdxk = 0 ; dXk = 0 ; (k=t-i. j)より
当該式を得る。
(33) ここでは U ニニ V(X j• X2• …. xj+l.…， Xj十a"'xl1) を意味していることから
明らかである。
(34) このような関数を用いないで，準線形の主観価依関数 m ~ V(x j • X 2• …, 
Xit 1nDt…， XI) = W (X j• X2• …, X j ,…• Xn)十mdの形のものを用いる方法も
考えられる。いま，J!オXjをL1xj> 0だけ増やしたどきの価値隠数はm十L1m
ニ W(Xj. xz." ・ • Xj+ L1xi，…， x，)+mDである。このとき mnをL1mD< 0と
して次式m = vV (Xj， X2，…， Xj+ L1Xj. …• x，)+mD+L1mnが成立すれば，こ
のときの財Xjの主観価値は VCL1x) = V (Xj I M) L1x'j = L1mニ -L1mDであ
る。
δm δm 
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